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母親の下着の着用実態について　第1報
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：　　衣生活に対する価値観の多様化は下着の着用行動にも顕著に現れ、特に若年層の

は着方の多様化とともにランジェリーなどの省略化の傾向がみられる。本報では、女

学生とその母親を対象に、下着の実用実態を調査することにより、世代による下着の

行動の特徴について考察した。

方法：　女子大学生2 0 0 名,母親16 6名を対象に、下着の着用実態についてアン

ト調査を行った、すなわち、ブラジャー類、ガードル類。ランジェリー類、シ3 ーツ

ツの絵表示を用いて、着用場面（街着、フォーマル、家庭、就寝）季節（･・秋、夏

の面から着用実態を調査した、また、着用しない場合にはその理由についても調査し

なお、調査は19 8 9年10～11月に行っti 。

：　　調査データはクロス集計のカイニ乗検定、及び分散分析による検定をもとに、女

学生と母親の特徴を分析した。ガードルとランジェリーについては、どの季節におい

着用場面の着用率において、女子大学生と母親との間に有意な差が明確にみられる。

やフォ―マル時でも着用に差がみられるが、特に家庭では女子大学生は「窮屈」「自

ままがよいｊ「何となく」という理由で着用せず大きな差がみられる。母親は、補正

、保温などの効果のあるロングガードル、ボディスーツ、シャツなど被覆部の大きい

を着用しているのに対して、女子大学生は、柔らかで小さく軽いビキニタイプのショ

やソフトガードルなどをＴ．Ｐ．０によって多様に着分けており、下着の軽装化が進

いる。
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目的：近年、下着の着用には｡軽装化が進んでいるが、下着に対する意識についてもおし

れ感など変化がみられる。特｀に、このような下着に対する意識は年齢により相違すると

われる。本報では女子大学生と母親の二世代について、下着の着用意識の世代間の特徴

考察する。

･調査及び解析万法：調査対象者及び調査時期は、前報の「女子大学生と母親の下着の着

用実熊について」と同様である。調査内容は下着の着用意識（機能性、経済性、習慣、デ

ザインなど28項目）、及びパーソナリティ（同調性、情報欲求、自己顕示欲、好奇心）に

関するものである。調査データはカイニ乗検定及び因子分析法を適用して解析した。

　結果：因子分#f （固有値1. 0 Jil上、バリマックス回転）により、女子大学生及び母親と

も、10個の基本的因子が抽出された（累積寄与率は女子大学生61.5％、母親61.7％）。

両世代とも下着は女性らしさを感じさせるが、下着の軽装化は時代の流れのなかで当然で

あるとし、T . P . 0に応じた使い分けを考えている。母親は下着の機能面を重視する傾

向があり、体型補正を求めるが締め付けない、清楚なものを嗜好する。しかし、女子大学

生は母親より下着着用の習慣形成において母親の影響をうけてはいるが自己顕示欲、好奇

心は強い。下着のデザイン面では多様化がみられ、自由で個性的な下着の選択を望んでい

る。また、高級な下着をつけ気分を高めたいとする反面、通信販売による安価な下着の利

用に対する積極的姿勢もみられ、下着の着用意識においても世代間に差が生じている。


